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※ 記載内容は個人の主観であり、組織を代表するものではありません。 

 

(令３.５.24) 大学入試のあり方に関する検討会議 

  (一社)全国高等学校 PTA 連合会 牧田和樹 

 

 

Ⅰ 総論的事項（大学入学者選抜のあり方と改善の方向性）について 

 

(1 ページ)大学入学者選抜に求められる原則 

原則①の部分の一番はじめに、社会における大学の使命、あるいは、大学の卒業生

としての意義について示し、その上にディプロマ・ポリシー以下が存在することを明

記していただきたい。 

併せて、大学入学者選抜のあり方を検討することは、大学の社会における付加価値

を高めるための大学改革にも関係することを明記していただきたい。 

 

(複数ページあり)オンライン面接について 

面接のオンライン化を推奨しているが、面接の要諦はコミュニケーションであり、

「コミュニケーションは知覚であり、期待であり、要求であり、情報ではない」とピ

ーター・F・ドラッカー先生が看破されておられる通り、入学志願者とのオンライン

面接において、とりわけ知覚部分を掌握することには限界があることを明記していた

だきたい。 

 

 

Ⅱ ウィズコロナ・ポストコロナ時代の大学入学者選抜について 

 

(複数ページあり)オンライン面接について 

面接のオンライン化を推奨しているが、面接の要諦はコミュニケーションであり、

「コミュニケーションは知覚であり、期待であり、要求であり、情報ではない」とピ

ーター・F・ドラッカー先生が看破されておられる通り、入学志願者とのオンライン

面接において、とりわけ知覚部分を掌握することには限界があることを明記していた

だきたい。【再掲】 
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